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人口１６６３人 

（男）８３９人 

（女）８２４人 

 世帯数 

   ６２６世帯 

 ( R2.11.1現在) 

No170 

2020.12.1 

令和２年 

 

こ
ど
も
園
の
園
児
は
、
ミ
ツ
バ
チ
の
衣
装
を
身
に
着
け
、
「
ス

ズ
メ
バ
チ
に
気
を
つ
け
ろ
！
」
の
ダ
ン
ス
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し

た
。
か
わ
い
ら
し
い
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
で
一
生
懸
命
踊
る
姿
に
、
園

児
の
家
族
か
ら
は
「
か
わ
い
～
」
「
す
ご
く
上
手
だ
よ
」
と
声
援

が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
一
生
懸
命
声
掛
け
を
す
る
と
こ
ろ
で
大

き
な
拍
手
が
起
き
ま
し
た
。 

真
っ
青
な
空
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で 

10
月
３
日(

土) 

こ
ど
も
園
・
小
学
校
運
動
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 東野ふるさと写真展も同時開催しました。ふるさと写真展の受賞作品の紹介は、１７１号に掲載します。 

優秀賞 『ホタル川』 荻山 清和 『見守られて』吉村 緑  

優良賞 『暮れる頃』 吉村 清      『春の田園』 安藤 秀美  

佳 作 『散歩』 丸山 文憲         『放流』 千藤 恵三  

    『西山に沈む夕日』土方 博美 『白梅と御嶽山』渡辺由利子      

                  『東野駅満開の桜』後藤 武重 『春全開』永野 憲男

    『秋の田園風景』丸山 年道 『保古の紅葉』三宅 一嘉

河村 忠正 『秋日』青木  孝義  

サークル・住民の文化作品展・ふれあい写真展開催 

10月24日（土）～11月1日（日）まで、文化作品展・写真展が開催されました。密にならないよう、９日間

の期間を設け、皆様から出品していただいた力作を多くの方にご覧いただき

ました。自分の作品をうれしそうにじっと見つめるこども園や小学生の子ど

もやその保護者の姿が見られました。また写真展の作品を見ながら、「ここ

はどこだろう。」「みんなきれいに撮っている。」などと感想を話しながら

見る地域の方が多くいらっしゃいました。 

 今回は特別に『100年前の児童作

品』と銘打って、コミセンが所蔵す

る東野小学校や農業補習校の卒業記念の書画８点を展示しました。

明治・大正の児童の達筆さに驚く方がたくさんいらっしゃいまし

た。中には、自分の祖父母の小学校時代の作品を見つけじっと見つ

める方もいらっしゃいました。 

作品を見に足を運んでいただいた皆様、日頃からコツコツ制作し

た作品をご出品いただいた皆様に心から御礼申し上げます。 

コロナ禍の中、大勢の方のご来館と作品の出品ありがとうございました 

明治末期から大正初期の児童作品 

園児の作品 

あすなろ会 

東雲連合会 

個人出品 

東野小学校 

 

ご参観いただいている様子 
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                あってほしくない事 しかし 知っていてほしい事 

 住まいが被害を受けたとき 最初にすること 

 「令和２年７月豪雨」では熊本や大分、岐阜県の飛騨川等全国各地に大きな被害をもたらしました。洪水に

より尊い人命を奪った様子、家屋の倒壊や流失等の光景が毎日のようにマスコミに紹介されていました。 

考えたくはありませんが、住居が災害に見舞われたらどうしたらいいでしょう？ 

住まいが被害を受けたときは、あまりのショックに、何から手を付けたらいいか

分からなくなるかもしれません。そんなときのために知っておいていただきたいこ

とを紹介します。 

1  被災したときに最初にすること 

   住まいが被害を受けたときは、早く家の片付けや修復作業に取り掛かりたくなる

かもしれません。しかし、その前に、まずやっておきたい重要なことがあります。 

■被害状況を写真で記録する 

家の被害状況を写真に撮っておきましょう。市から、罹（り）災証明書を取得して支援を受ける際や、損害

保険を請求する際などに、たいへん役に立ちます。家だけでなく土砂崩れなどの災害も同様です。 

＜写真の撮り方のポイント＞ 

 

 

 

※システムキッチンや洗面台などの住宅設備、家電などの被害状況も撮っておく 

※自動車、物置、農機具などの被害状況も撮っておく 

 

 災害後は、修復作業の請負いを装う詐欺が発生する傾向がありますので、十分注意してください。 

 

２ 家屋の片付け 

・作業時の服装と注意点 

・クギや木材でケガをしないよう肌の露出を避けます。 

 ※破傷風菌が傷口から侵入し、破傷風に感染する恐れがあります。破傷風は致 

  死率の高い感染症です。 

・ホコリや砂を避けるようマスクなどをします。 

・こまめに水分を取り、休憩をとることも大切です。 

 

３ 罹（り）災証明書と住まい・生活への公的支援 

り災証明書は、災害による住宅の被害の程度を証明するものです。支援金や災害義援金の受け取り、税金な

どの減免、仮設住宅への入居申請などの際に必要となります。り災証明書の発行手続きは恵那市役所で行って

ください。 

 

４ その他 

 ■住まい・生活への公的支援 

被災者生活再建支援法に基づく「被災者生活再建支援金」や、災害救助法に基づく「応急仮設住宅」への入

居や住宅の「応急修理制度」などの支援があります。これらを受ける際に、り災証明書が必要になります。 

その他の支援金や公的援助 

・被災者生活再建支援金   ・仮設住宅など当面の住まいのあっせん   ・住宅の応急修理 

恵那市に災害救助法が適用された場合、住家の全部または一部に土石や竹木等の障害物が運び込まれ、日常

生活に支障をきたすような場合、これらの土石や竹木等の除去に対する支援が受けられます（自力では当該障

害物を除去できない方が対象）                   ＜政府広報オンラインより引用＞ 

・家の外をなるべく4方向から撮る 
・室内の被害の状況も分かるように撮る 
・浸水した場合は浸水の深さも分かるように撮る 
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東野は一時期、2つの村だった 

 東野は江戸時代のはじめ、すでに一村として成立していました。明治２年、凶作による飢饉がもとで上東

野村、下東野村に分かれましたが、明治４年７月、廃藩置県により岐阜県が統合されたのを機に上、下東野

村は合併して東野村となりました。（現在の上組、下組の成立は上、下東野村の名残です）明治22年町村制

施行も一村で存続しました。こうして昭和29年、合併して恵那市になるまで、他町村と合体したことはあり

ませんでした。 

 ここで、東野村内組(自治会)と世帯数の推移を見てみます。（アパートの世帯数は含まず）  

地域を知る・東野を知る 

 
昭和20年   

 
戸数 戸数 世帯数 世帯数 世帯数 世帯数 

向 島 １７ 向島 ２２ ２０ ２１ １５ １５ 

下 沢 ９ 下沢 １０ １１ １１ １０ １０ 

中 島 １２ 中島 １３ １３ １５ １４ １３ 

天王前 ２４ 
南天王前 １８ １６ １６ １６ １６ 

北天王前 １２ １３ １４ １６ １７ 

小麦田 １５ 小麦田 １７ １８ １７ １３ １３ 

井の下 １３ 井の下 １６ １４ １５ １４ １３ 

万 場 ２４ 
南万場 １２ １０ ９ ８ ８ 

北万場 １５ １５ １６ １７ １５ 

浜井場 不明 
上浜井場 １５ １４ １４ １２ １１ 

下浜井場 １２ １２ １３ １３ １３ 

小野川 １３ 小野川 １８ １６ １５ １２ １２ 

中 辻 １５ 中辻 ２０ ２１ ２８ ２９ ２９ 

下 辻 １８ 下辻 １８ １８ １７ １５ １６ 

中 切 １７ 
南中切 １３ ２２ ２３ ２３ ２３ 

北中切 １５ ２０ ２８ ２６ ２６ 

宮の前 ２０ 宮の前 ２２ ２１ ２４ 
２１ ２１ 

北山 １９ １９ 

北大門 ２１ 
上大門 １８ １６ ２２ ２０ １９ 

下大門 １６ １５ １６ １４ １４ 

南大門 １４ 南大門 １８ １７ １８ １７ １６ 

染 戸 ２３ 
染戸第一 １３ １０ １２ １３ １３ 

染戸第二 １０ １０ １０ １０ １０ 

    その他 １１ 白坂 １９ ３８ ５６ ５７ 

 広報ひがしの164・165号で東野の小字名の由来等をお知らせしました。地域の方から地

名の由来について、別の説を教えていただきました。ありがとうございました。自治会名につ

いても、昔から続いているもののほか、世帯の増減や人口等、社会的要因によって変遷してい

ることが分かりました。 

 古地図や古文書ではなく、恵那市史や『郷土東野村』（三宅道一朗先生著）、『私たちの郷

土 東野の昔と今』（東野小学校発行）等からも昔の東野の様子がうかがい知れます。皆さん

のご自宅にも、昔の東野の様子を伝える著書や発行書籍等があるかもしれません。 

 蔵や倉庫の整理を行った際、興味深いものがありましたらコミュニティセンターまでお知ら

せください。 

郷土東野村 
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地域を知る・東野を知る                                                          リーム廻し？    ー住民運動会を調べるー 

 今年開催していれば、第45回目の住民運動会だったのですが、３密を避けるため、残念ながら中止に追い込

まれました。例年は運動会の結果を掲載していましたが、今年度は運動会が行われなかったため、この機会に

東野で行われた運動会の歴史をお知らせします。人間の記憶は薄れるのが速く、住民運動会の変遷を調べなが

ら、そうだったっけ？と思うこともたくさんあります。 

右の東野町民大運動会プログラムは昭和55年、第６回町

民運動会のプログラムです。農協青壮年部出場の『明るい

農村』がどのような競技だったのか不明です。 

『リーム廻し』も内容が分からない方が多いと思いま

す。リーム（リム）廻しは、戦後遊び道具の不足した時

代、解体した自転車のタイヤからリムを取り出し、棒でバ

ランスを取りながらリムを押し、転がし進める遊びでし

た。当時は、どの子どもも上手に回したそうです。昔は誰

でもできた遊びを運動会種目に採用し、競技にしました。 

 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊   

 住民運動会が始まったのは、東野の一大行事であった東野歌舞伎（最後

は旧小学校講堂で開催）が昭和45年以来行われなくなり、昭和47年に恵東

座が解体されました。住民が一つにまとまる機会がないことを心配した有

志が中心となり、住民運動会開催に向け準備を行い、運動会開催の運びと

なりました。 

 初期のプログラムを見ると、娯楽性が強く。住民が楽しめ、東野が１つ

にまとまるような種目が多いようです。 

 過去のプログラムから運動会の変遷や特色ある種目を紹介します。 

平成13年 特色のある種目 マラソン・丸太切り・500才リレー 

     今も続く種目  打ち上げ回収・ひやひやリレー 

     ＊この頃は数組の自治会を一つの軍とし、紅、白、緑、黄の４つの軍で競技をしていました。 

平成15年 運動会のあり方を見直し、名称を『東野住民体育祭』から『東野

住民ふれあい体育祭』に変更しました。人数確保に苦労するとい

う声から４軍から２軍に変更し、競うようになりました。 

平成17年 特色のある種目  スピードガンコンテスト 

平成20年 東野音頭を児童種目から住民全員の参加種目に変更しました。初   

     期のころは、昼休みの余興は、右の写真のように自治会有志によ 

     る仮装行列を行い、住民の爆笑を誘っていました。 

平成27年 長い間途絶えていた、リム廻しが60才

以上の種目として復活し、平成28年も行われまし

たが、リム廻しを経験したことがない世代が多

く、難しすぎる、時間がかかりすぎるという意見

から東野住民運動会伝統のリム廻しが消えてしま

いました。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 住民運動会は、青年団の消滅や多忙化等々の理

由から参加率が年々下がっていきました。そこで、平成15年、本来の目的のように、住民がお互いに集い楽し

んだり触れ合ったりできる運動会にしようと検討し、時代に合わせて今の形の運動会になったことが分かりま

した。 

昼休みの余興（昭和54年） 

小学生によるマーチング（昭和54年） 



6 

 

 

 
草
刈
り
２
題 

細
心
の
注
意
で
草
刈
り
作
業 

 

東
野
公
務
員
OB
会 

 

10
月
２
日(
金)

、
公
務
員
Ｏ
Ｂ
会
が
、
え
な
斎
苑
下
の
桜
が

植
樹
さ
れ
て
い
る
場
所
の
草
刈
り
作
業
を
実
施
し
ま
し
た
。
今

年
３
回
目
で
す
が
、
気
候
が
涼
し
く
な
り
、

真
夏
の
よ
う
な
辛
さ
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
彼
岸
花
が
群
生
し
て
い
て
、
こ
れ
を
刈

ら
な
い
よ
う
に
細
心
の
注
意
を
払
い
、
刈
払

機
を
操
作
し
ま
し
た
。
さ
す
が
作
業
に
手
慣

れ
た
も
の
で
、
日
ご
ろ
鍛
え
た
技
を
駆
使

し
、
彼
岸
花
は
ほ
と
ん
ど
刈
ら
れ
ず
作
業
が

進
み
ま
し
た
。 

 

あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
エ
ン
ジ
ン
音
が
山
々
に
軽
快
に
響
き
、

午
前
中
で
作
業
が
終
了
し
ま
し
た
。
彼
岸
花
の
花
期
は
短
い
た

め
、
今
年
は
も
う
見
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
来
年
カ
メ
ラ
片
手
に
出

掛
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

  
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
小
学
校
の
草
刈
り
作
業 

 

東
雲
連
合
会 

 

運
動
会
の
１
週
間
前
、
９
月
26
日
（
土
）
朝
か
ら
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
除
草
作
業
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

少
な
い
人
数
で
、
除
草
も
ま
ま
な
ら
ず
、
雑

草
は
伸
び
放
題
で
し
た
。
雨
上
が
り
の
水
し

ぶ
き
が
飛
ぶ
中
、
黙
々
と
草
刈
り
機
を
使
い

除
草
し
て
く
だ
さ
り
、

数
時
間
で
す
っ
か
り
き

れ
い
に
整
っ
た
グ
ラ
ン

ド
に
な
り
ま
し
た
。 

 

子
ど
も
た
ち
は
10
月
３
日
、
美
し
く
整

備
さ
れ
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
新
し
い
生
活
様

式
に
則
っ
た
運
動
会
に
臨
む
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。 

 
 

保
古
山
城
ケ
峰
神
社
祭
礼 

10
月
10
日
（
土
） 

台
風
14

号
の
接
近
の
た
め
、
会
場
を
恵
那
山
荘
に
移
し
、

秋
の
祭
礼
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
の
防
止
の
た
め
、
東
野
生
産
森
林
組
合
役
員
の
み
で
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。 

江
戸
時
代
に
安
田
善
左
衛

門
た
ち
の
努
力
に
よ
り
、
東

野
村
と
茄
子
川
村
と
の
山
争

い
が
決
着
し
、
山
境
が
確
定

し
た
記
念
と
し
て
建
立
さ
れ

た
神
社
の
あ
る
根
の
上
で
昔

を
偲
び
、
東
野
の
山
を
守
り

育
て
た
先
人
の
苦
労
と
努
力

に
感
謝
し
な
が
ら
祭
礼
は
終

了
し
ま
し
た
。 

城
ケ
峰
神
社
の
草
刈
り
や
掃
除
は
、
大
雨
で
実
施
で
き
な

か
っ
た
た
め
、
翌
日
、
会
長
等
一
部
の
役
員
で
行
い
ま
し

た
。 

 
 

昔
の
道
具
を
使
っ
て
脱
穀
体
験 

10

月
９
日
（
金
） 

 

小
学
校
で
は
、
台
風
の
影
響
で
雨
降
り
の
た
め
、
急

き
ょ
、
体
育
館
通
路
に
稲
わ
ら
を
運
び
、
脱
穀
体
験
を

し
ま
し
た
。 

 

郷
土
資
料
館
か
ら
体
育
館
通
路

に
、
江
戸
時
代
か
ら
使
わ
れ
た
千

歯
こ
き
、
大
正
時
代
か
ら
昭
和
20

年
代
ま
で
使
用
さ
れ
た
足
踏
脱
穀

機
を
持
ち
込
み
作
業
開
始
。
最
初

に
千
歯
こ
き
で
脱
穀
。
歯
に
籾
が

ひ
っ
か
か
り
、
稲
を
引
き
抜
け
な

い
児
童
が
続
出
。
講
師
の
丸
山
文
憲
さ
ん
の
ア
ド
バ
イ

ス
で
、
稲
の
本
数
を
減
ら
し
、
よ
う
や
く
籾
を
は
ず
す

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
中
に
は
、
た
く
さ
ん
の
稲
を
鉄

の
歯
に
か
け
、
力
い
っ
ぱ
い
引
っ
張
る
と
、
周
り
か
ら

の
「
頑
張
れ
！
」
と
い
う
大
き
な
声
援
を
受
け
、
上
手

に
籾
を
は
ず
し
、
ち
ょ
っ
と
自
慢
気
な

顔
の
児
童
も
い
ま
し
た
。 

 

担
任
の
井
口
先
生
も
人
生
初
チ
ャ
レ

ン
ジ
で
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
の
良
い

お
手
本
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

後
半
は
足
踏
脱
穀
機
を
使
い
脱
穀
体

験
。
千
歯
こ
き
と

違
い
、
力
を
入
れ
ず
に
す
ぐ
に
脱

穀
で
き
る
体
験
を
通
し
て
、
道
具

の
進
歩
も
知
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。 

 

収
穫
し
た
コ
メ
を
使
い
、
12

月

の
収
穫
祭
で
五
平
餅
作
り
を
行
い

ま
す
。 

地
域
の
話
題 

 
 
 

優
良
運
転
者
表
彰 

 

藤
井
三
千
郎
さ
ん
（
下
辻
）
が
優
良
運
転
者
と
し
て
、
特
別

優
秀
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
特
別
優
秀
章
は
、
運
転
経
験

20
年
以
上
、
無
事
故
無
違
反
が
15
年
以
上
の
運
転
手
が
対
象

と
な
り
ま
す
。
地
区
・
県
模
範
章
、
県
優
良
章
、
県
優
秀
章
を

経
て
初
め
て
受
章
で
き
る
も
の
で
す
。 

 

み
な
さ
ん
も
、
藤
井
さ
ん
の
長
期
に
渡
る
運
転
を
範
と
し

て
、
安
全
運
転
に
努
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 
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地
域
の
話
題 

 

 

                 花
無
山
句
会  

自
選
句 

令
和
２
年
10
月
30
日 

東
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

  
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

市
川 

芳
子 

 

三
脚
の
高
き
か
ら
声
松
手
入
れ 

  
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

内
木
伊
津
子 

 

灰
色
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
街
や
秋
寒
し 

 
  

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

千
藤
猛
司 

 

十
三
夜
眠
れ
ぬ
夜
の
窓
明
か
り 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

千
藤
恵
三 

 

合
掌
で
迎
え
る
僧
や
秋
彼
岸 

文
芸 

  

 

 
 

ふ
れ
あ
い
弁
当
の
申
込
に
つ
い
て 

今
年
３
月
以
降
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り

実
施
を
見
合
わ
せ
て
お
り
ま
し

た
が
、
10

月
か
ら
感
染
防
止

に
十
分
注
意
し
な
が
ら
、
開
始

す
る
こ
と
と
致
し
ま
し
た
。
今

ま
で
の
お
弁
当
と
は
内
容
が
異

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
今
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。
お
弁
当
の
旬
の
食
材
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
の
差
入
れ
を
使
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

ふ
れ
あ
い
弁
当
は
、
高
齢
者
世
帯
の
方
へ
不
足
し
が
ち

な
栄
養
素
を
補
っ
て
頂
け
る
よ

う
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
結
い

の
会
」
の
み
な
さ
ん
が
、
季
節

の
食
材
を
使
っ
た
お
弁
当
を

作
っ
て
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

毎
回
30
食
程
を
お
作
り
し
て
い

ま
す
。
ふ
れ
あ
い
弁
当
で
日
頃

と
は
違
っ
た
お
食
事
を
味
わ
っ

て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

お
申
し
込
み
は
振
興
事
務
所
ま
で
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。 

一
食･･･

円 

日
時
・
・
毎
月
第
３
金
曜
日
12
時
00
分
か
ら
12
時
30
分 

お
問
い
合
せ 

東
野
振
興
事
務
所  

☎
２
６

２
２
４
４ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

ごちそうさまでした！ 

 こども園では、収穫したサツマイモを使

い、10月28日（水）に焼き芋大会を行いまし

た。お手伝いいただいた東雲連合会の皆さん

は10時30分から始まる焼き芋大会のため、朝

８時頃に来園し、準備を進めてくださいまし

た。杉の葉に点火し、煙突状の燻炭（くんた

ん）器を置き、モミ殻をかぶせました。モミ

に火が回り、焼き芋作り開始、火の勢いが強

く、頬まで熱さが伝わってきました。おっか

なびっくり近づき、サツマイモを投入。  

 じっくり焼いたサ

ツマイモはとても甘

かったようで、「お

いしい！」と言っ

て、焼き芋を頬張っ

ていました。 

    

で
っ
か
い
芋
が
採
れ
ま
し
た  

10
月
15
日
（
木
）
こ
ど
も
園 

 

５
月
末
に
植
え
付
け
た
サ
ツ
マ
イ
モ
が
大
き
く
育
ち
、
こ
の

日
収
穫
と
な
り
ま
し
た
。
東
雲
連

合
会
の
皆
さ
ん
の
お
手
伝
い
で
、

大
き
な
芋
が
採
れ
ま
し
た
。 

 

 

ペ
ア
の
子
ど
も
と
力
を
合
わ

せ
、
ヨ
イ
シ
ョ
ヨ
イ
シ
ョ
と
声
を

掛
け
合
い
、
力
い
っ
ぱ
い
ツ
ル
を

引
き
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、

で
っ

か
い
芋
を
自
慢
げ
に
見
せ
て
く

れ
ま
し
た
。 

 

東
雲
連
合
会
の
皆
さ
ん
の
来

園
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
園
児

も
た
く
さ
ん
い
る
そ
う
で
す
。 

パンジーとビオラで花壇作り 東雲会 10月31日（土） 

 10月末の寒い土曜日、東雲連合会の役員がコミセンに集合し、交

通安全講習会を受講しました。その後、支部ごとに分かれ、作業を

開始しました。花壇は、浜井場と東野、大門交差点にあります。 

 秋花壇には大きな花をつけるパ

ンジーと小ぶりな花をつけるビオ

ラを植えました。苗の色を考え、

咲いた様子をイメージしながら全

体をレイアウトしました。畝を切

り、協力しながらマルチシートを

かけました。中腰になりながら、

一株一株丁寧に植えていきまし

た。 

 まだ小さく頼りなく見えますが、厳しい冬を乗り越え、春を迎え

る頃には、美しい花が通行人を楽しませてくれるでしょう。 

社
会
福
祉
協
議
会
東
野
支
部
よ
り 

 

10月16日のふれあい弁当 弁当を作る『結いの会』の皆さん 
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発 行 

東
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

☎
二
六
ー
二
五
五
五 

東
野
地
域
自
治
区
運
営
協
議
会 

☎
二
六
ー
二
二
四
四 

 
 
 

 
 

 
 

 

編
集
後
記 

 

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
た
め
、
夏
祭
り
、
ふ
れ
あ

い
体
育
祭
、
文
化
祭
等
の
恒
例
の
行
事
が
軒
並
み
中
止
に
追
い

込
ま
れ
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
で
、
文
化
作
品
展
示
会
と
写
真
展

は
何
と
か
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
９
日
間
の
長
期
開

催
だ
っ
た
た
め
、
皆
さ
ん
は
空
い
た
時
間
を
見
つ
け
、
200

名
を

超
す
方
々
が
来
館
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
密
に
な
ら
な
い
た

め
、
静
か
な
会
場
で
じ
っ
く
り
と
鑑
賞
さ
れ
る
方
が
多
か
っ
た

よ
う
で
す
。
▼
ふ
る
さ
と
写
真
展
は
昨
年
度
よ
り
も
25
点
多
い

57
点
の
作
品
を
見
て
い
た
だ
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
今
年
の

作
品
は
粒
ぞ
ろ
い
の
も
の
が
多
く
、
見
学
者
も
投
票
す
る
作
品

を
決
め
か
ね
、
何
度
も
見
て
決
め
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。
写
真
展
が
今
以
上
に
盛
況
と
な
り
、
ふ
る
さ
と
東
野
の
再

発
見
の
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
う
れ
し
い
限
り
で
す
。
▼
今
年
は

コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
言
葉
が
ピ
ッ
タ
リ
当
て
は
ま
る
年
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
３
月
や
４
月
の
頃
は
、
新
聞
に
コ
ロ
ナ
禍
と

い
う
文
字
が
出
て
も
、
「
禍
？
」
「
コ
ロ
ナ
う
ず
っ
て
何
？
」

い
う
会
話
を
さ
れ
た
方
も
い
た
か
と
思
う
ま
す
。
▼
『
禍
』
と

い
う
漢
字
の
意
味
は
、
予
期
し
て
い
な
か
っ
た
災
難
や
不
幸
、

厄
な
ど
を
意
味
す
る
語
で
す
。
音
読
み
で
は
「
か
」
、
訓
読
み

で
は
「
わ
ざ
わ
い
」
「
ま
が
」
と
読
み
ま
す
。
１
年
前
に
は
想

像
す
ら
で
き
な
か
っ
た
コ
ロ
ナ
禍
の
年
で
し
た
。
▼
人
と
楽
し

く
過
ご
す
事
、
家
族
や
友
人
と
旅
行
に
行
く
事
、
仲
間
や
地
域

の
人
と
会
食
す
る
事
等
、
普
通
だ
と
思
っ
て
い
た
事
が
当
た
り

前
で
は
な
い
と
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
１
年
で
し
た
。
来
年
は
、
希

望
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
文
字
で
紙
面
を
飾
る
年
に
な
り
ま
す
よ
う

に
願
っ
て
止
み
ま
せ
ん
。 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 

（
杉
） 

 

「
な
か
よ
し
広
場
」 

 

月
１
回
の
自
主
的
な
活
動
で
す
。 

入
園
前
の
お
子
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
が 

自
主
的
に
活
動
す
る
場
で
す
。
す
く
す
く
ク 

ラ
ブ
の
参
加
者
だ
け
で
な
く
、
卒
級
生
の
保 

護
者
も
大
歓
迎
で
す
。 

 

今
年
度
は
９
月
以
降
毎
月
ス
ト
レ
ッ
チ
を
予
定
し
て
い
ま

す
。 

※
第
１
回
は
、
9
／
16
に
開
催
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
）

「
す
く
す
く
ク
ラ
ブ
」 

・
乳
幼
児
が
い
ら
し
ゃ
る
父
母
（
祖
父
母
の
参
加
も
Ｏ
Ｋ
）
が 

 

 

参
加
で
き
ま
す
。 

「
本
の
読
み
聞
か
せ
」
「
防
災
」
「
食
育
」
等
を
通
し
て
子
育

て
に
つ
い
て
、
学
ん
だ
り
、
親
同
士
、
子
ど
も
同
士
の
交
流
の

場
と
し
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

※
ご
希
望
の
方
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
合 

 

せ
く
だ
さ
い
。 

 乳幼児学級「すくすくクラブ」「なかよし広場」 

10

／

22

（
木
）
に
「
消
防
署
見
学
」
の
為
、
恵

那
市
消
防
署
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。
乳
幼
児
に

対
す
る
応
急
処
置
、
赤
ち
ゃ
ん
人
形
を
使
っ
て

実
技
を
交
え
な
が
ら
心
肺
蘇
生
法
を
学
び
ま
し

た
。
ま
た
地
震
体
験
車
に
乗
り
、
震
度
別
に
地

震
を
体
験
し
ま
し
た
。
と
て
も
興
味
深
く
参
考

に
な
る
事
ば
か
り
で
し
た
。
そ
の
後
消
防
車
に

乗
っ
て
写
真
撮
影
も
出
来
、
い
い
時
間
を
過
ご

す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

https://www.weblio.jp/content/%E4%BA%88%E6%9C%9F
https://www.weblio.jp/content/%E7%81%BD%E9%9B%A3
https://www.weblio.jp/content/%E9%9F%B3%E8%AA%AD%E3%81%BF
https://www.weblio.jp/content/%E8%A8%93%E8%AA%AD%E3%81%BF
https://www.weblio.jp/content/%E3%82%8F%E3%81%96%E3%82%8F%E3%81%84

